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　真脇遺跡ほど調査員に戸惑いと狂
喜と畏敬の念を与えた遺跡はないで
しょう。一点の土器片すら見つかっ
ていなかった地域に突如として出現
した真脇遺跡は、その発見から常識
はずれの遺跡でした。
　昭和 57 年からの調査では、下の
地層を掘ると新しいものが出てくる
ことの繰り返し。土器型式で 23 型
式、4千年にわたる縄文人の生活の
跡が密封されているとは予想もして

いませんでした。
　低湿地帯での発掘は、わき出る水
との戦いでしたが、調査が順調に進
んだのは、考古学に関心を持った人
が地元に多かったからです。宇出津
高校郷土史部とそのＯＢが果たした
役割は、決して小さくありません。
　全国屈指の重要遺跡であり、縄文
時代の教科書とも言える真脇遺跡の
特色を、分かりやすく、しっかりと
伝える資料や冊子が必要です。

【写真】完成式典後、復元された木柱列の前でテープカットをする関係者

第
一
期
史
跡
整
備
が
完
成

「
環
状
木
柱
列
」の
復
元
を
祝
う

全
国
に
類
を
見
な
い
、四
千
年
に

わ
た
る
長
期
定
住
型
集
落
遺
跡

縄
文
の
里
に
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

が
誕
生
し
た
。
国
指
定
史
跡

真
脇
遺
跡
の
第
1
期
史
跡
整
備
事
業

の
完
成
式
典
が
11
月
9
日
、
真
脇
小

学
校
体
育
館
や
同
遺
跡
で
開
か
れ
、

関
係
者
が
環
状
木
柱
列
や
板い
た
じ敷

き

土ど
こ
う
ぼ

壙
墓
の
復
元
を
祝
っ
た
。

　

環
状
木
柱
列
は
半
割
り
の
木
柱
が

環
状
に
並
べ
ら
れ
た
約
２
８
０
０
年

前
の
遺
構
。
復
元
で
は
、
発
見
さ
れ

た
木
柱
根
と
同
じ
場
所
に
高
さ
7
㍍

の
ク
リ
木
柱
10
本
を
直
径
7
㍍
の
環

状
に
配
置
し
た
。

　

約
４
５
０
０
年
前
の
遺
構
で
あ
る

板
敷
き
土
壙
墓
は
、
屈
葬
さ
れ
た
人

骨
や
同
時
に
発
見
さ
れ
た
3
本
の
木

柱
を
含
め
て
復
元
さ
れ
た
。

　

式
典
に
は
教
育
関
係
者
や
考
古
学

関
係
者
、
施
工
業
者
ら
約
80
人
が
出

席
。
持
木
町
長
は
「
今
後
も
第
2
期

整
備
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

式
典
後
は
木
柱
列
前
で
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
が
お
披
露
目
さ
れ
た
。

　
「
縄
文
文
化
の
宝
庫
」
と
呼
ば
れ

る
真
脇
遺
跡
。
１
９
８
２
年
、
そ
の

姿
は
突
然
現
れ
た
。
遺
跡
発
見
か
ら

発
掘
調
査
ま
で
、
関
係
者
は
驚
き
の

連
続
だ
っ
た
と
い
う
。

　

62
年
の
石
川
県
教
育
委
員
会
の
調

査
で
土は
じ
し
つ

師
質
土
器
※
が
出
土
し
、「
真

脇
土
師
遺
跡
」
と
し
て
石
川
県
遺
跡

地
図
に
登
載
さ
れ
て
い
た
水
田
地
帯

に
80
年
、
圃ほ

場
整
備
事
業
の
計
画
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

当
時
宇
出
津
高
校
教
諭
の
山
田
芳

和
さ
ん
＝
波
並
＝
は
、
顧
問
を
し
て

い
た
同
校
郷
土
史
部
の
生
徒
ら
と
共

に
、
圃
場
整
備
工
事
に
先
立
つ
遺
跡

分
布
調
査
（
試
掘
調
査
）
を
行
っ
た
。

　
「
弥
生
式
土
器
が
出
る
と
思
っ
て

掘
っ
た
ら
縄
文
土
器
が
出
て
驚
い

た
。
最
初
は
信
じ
ら
れ
ず
、
周
り
の

丘
陵
地
か
ら
流
れ
て
き
た
も
の
か
と

疑
っ
た
」
と
山
田
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
る
。

　

翌
82
年
と
83
年
に
実
施
さ
れ
た
緊

急
発
掘
調
査
（
第
1
次
、
第
2
次
発

掘
調
査
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の

縄
文
遺
跡
の
常
識
を
覆
す
驚
く
べ
き

発
見
が
相
次
い
だ
。

　

真
脇
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
前
期
初

頭
（
約
６
千
年
前
）
か
ら
晩
期
終
末

（
約
２
５
０
０
年
前
）
ま
で
の
4
千

年
間
集
落
が
存
在
し
た
、
全
国
で
も

類
を
見
な
い
長
期
定
住
型
遺
跡
で
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

発
見
さ
れ
た
出
土
品
や
遺
構
も
多

種
多
様
だ
っ
た
。
▽
ト
ー
テ
ム
ポ
ー

ル
と
呼
ば
れ
る
彫
刻
柱
▽
北
陸
地
方

特
有
の
環
状
木
柱
列
▽
全
国
に
類
例

が
な
い
板
敷
き
土
壙
墓
や
貼は
り
ゆ
か床

住
居

跡
▽
大
量
に
見
つ
か
っ
た
イ
ル
カ
の

骨
―
な
ど
、
ま
さ
に
「
縄
文
文
化
の

宝
庫
」
と
し
て
、
全
国
屈
指
の
重
要

遺
跡
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
た
。

　

89
年
に
国
指
定
史
跡
。
91
年
に
出

土
品
２
１
９
点
が
国
指
定
重
要
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

　

遺
跡
周
辺
に
は
こ
れ
ま
で
、温
泉
、

宿
泊
施
設
、
博
物
館
、
体
験
館
な
ど

を
整
備
。
今
回
、
07
年
か
ら
の
第
1

期
史
跡
整
備
事
業
で
環
状
木
柱
列
と

板
敷
き
土
壙
墓
が
復
元
さ
れ
た
。

【右】真脇小学校で行
われた式典では、真脇
小児童らが鼓笛の演奏
で完成をお祝いした。
【左】テープカットの
後に披露された「高倉
子ども太鼓」。木柱列
の前で元気いっぱいに
太鼓を響かせた。

真脇遺跡は縄文時代の教科書。
その特色をしっかりと伝える
資料や冊子が必要。

能登町文化財保護審議会

山田芳
よ し か ず

和会長

真脇遺跡に関する年表

1962 年

1980 年

1981 年
1982 年
1983 年

1985 年
1986 年
1987 年
1988 年
1989 年
1990 年
1991 年

1996 年

1997 年
1998 年

1999 年

2000 年

2001 年

2002 年

2003 年

2004 年

2005 年
2006 年

2007 年

2008 年
2009 年
2010 年
2011 年

土師質土器（製塩土器）が
発見される
真脇地区で農村基盤総合整
備事業策定（圃場整備）
平地全域で遺跡分布調査
第１次発掘調査
第 2次発掘調査
出土品の整理に着手
出土品展示室を設置
能都町指定史跡
石川県指定史跡
出土品が能都町指定文化財
国指定史跡（37,599.94 ㎡）
出土品が県指定文化財
出土品 219 点が国指定重
要文化財
9 月 17 日に天皇・皇后両
陛下が出土品をご覧になる
真脇遺跡縄文館が開館
史跡公有化事業完了
調査指導委員会・発掘調査
団を組織
第 3次発掘調査
第 4 次発掘調査（人形ペ
ンダント出土）
第 5 次発掘調査（板敷き
土壙墓が出土）
第 6 次発掘調査（把手付
土製ランプが出土）
第 7 次発掘調査（環状木
柱列の木柱根確認。魚形石
製品が出土）
第 8次発掘調査（環状木柱
列の全容判明）。8 月 2 日
に皇太子殿下が来館
真脇遺跡体験村が完成
第 9次発掘調査
第 10 次発掘調査
第 11 次発掘調査（貼床住
居跡の全容判明）
第 1 期史跡整備事業に着
手。第 12 次発掘調査
第 13 次発掘調査
第 14 次発掘調査
第 15 次発掘調査
第 16 次発掘調査
第 1 期史跡整備事業が完
成。環状木柱列、板敷き土
壙墓を復元

国指定史跡～真脇遺跡～

※土師質土器…弥生時代の流れをくんだ、古墳時代以降の赤茶色の素焼きの土器
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国
内
最
大
規
模
の
復
元
と
な
っ
た
「
環
状
木
柱

列
」。
そ
び
え
立
つ
10
本
の
柱
は
、
こ
れ
ま
で

の
30
年
間
、
真
脇
遺
跡
に
関
わ
っ
た
多
く
の
研

究
者
、
技
術
者
、
地
域
住
民
の
知
恵
と
努
力
の

結
晶
だ
。

　
「
当
時
の
道
具
を
使
え
ば
ク
リ
木

に
ど
ん
な
痕
が
残
る
か
分
か
る
。
道

具
の
痕
ま
で
復
元
し
た
か
っ
た
」

　

実
験
に
は
首
都
大
学
東
京
の
山
田

昌
久
教
授
が
全
面
協
力
。
地
元
住
民

に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
、
3

年
が
か
り
の
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

復
元
さ
れ
た
木
柱
列
の
構
造
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
析
を
基
に
検
証
し
た

結
果
、
高
さ
7
㍍
の
柱
の
み
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
や
上
部
の

正
確
な
構
造
な
ど
は
謎
の
ま
ま
だ
。

　

そ
の
謎
に
近
づ
こ
う
と
、
04
年
12

月
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

そ
こ
に
参
加
し
た
國
學
院
大
の
小
林

達
雄
教
授
（
当
時
）
は
、
最
後
に
こ

う
見
解
を
述
べ
て
締
め
く
く
っ
た
。

　
「
規
模
が
大
き
い
の
に
、
よ
く
分

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
は
重
要

な
性
質
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
腹
の

足
し
に
な
る
の
で
は
な
く
、
心
の
足

し
に
な
る
も
の
。
▽
ま
ん
丸
の
円
で

あ
る
こ
と
▽
柱
が
10
本
あ
る
こ
と
▽

柱
を
縦
割
り
す
る
こ
と
▽
ク
リ
木
を

使
う
こ
と
―
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
が
縄

文
人
の
世
界
観
を
構
成
す
る
要
素
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
縄
文

人
の
心
に
接
近
す
る
『
鍵
』
を
隠
し

持
っ
て
い
る
の
が
環
状
木
柱
列
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」

　
「
単
な
る
レ
プ
リ
カ
で
は
な
く
、

で
き
る
だ
け
本
物
に
近
い
木
柱
列
を

復
元
し
た
い
」

　

真
脇
遺
跡
縄
文
館
の
高
田
秀
樹
館

長
（
町
教
育
委
員
会
事
務
局
）
は
、

環
状
木
柱
列
復
元
に
込
め
た
思
い
を

語
る
。

　

こ
れ
ま
で
復
元
さ
れ
た
環
状
木
柱

列
は
、
金
沢
市
チ
カ
モ
リ
遺
跡
と
富

山
県
小
矢
部
市
桜
町
遺
跡
の
2
カ

所
。
こ
の
2
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

も
、
材
料
や
大
き
さ
を
よ
り
本
物
に

近
づ
け
る
復
元
が
計
画
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
国
内
で
直
径
1
㍍
を
越

え
る
ク
リ
木
は
入
手
困
難
。
計
画
か

ら
2
年
後
の
09
年
7
月
、
岩
手
県
一

戸
町
の
協
力
を
得
て
、
同
県
葛
巻
町

内
の
直
径
60
㌢
前
後
の
ク
リ
木
18
本

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

原
木
が
細
い
た
め
、
木
造
船
製
造

で
使
わ
れ
て
い
た
寄
木
技
術
を
応
用

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
各
工

程
で
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
行
い
、
縄

文
時
代
の
技
術
を
検
証
し
た
。

　

縄
文
時
代
晩
期
の
地
層
か
ら
出
土

し
た
環
状
木
柱
列
は
、
北
陸
地
方
に

だ
け
出
土
す
る
特
殊
な
遺
構
。

①
ク
リ
木
を
使
用

②
丸
太
で
は
な
く
芯
の
部
分
を
除
い

　

た
か
ま
ぼ
こ
状

③
平
ら
な
部
分
が
外
側

④
入
口
と
見
ら
れ
る
扉
状
の
部
分

⑤
同
じ
場
所
で
何
度
も
立
て
替
え
ら

　

れ
る

―
な
ど
の
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。

　

真
脇
遺
跡
で
は
、
少
な
く
と
も
6

回
の
立
て
替
え
が
認
め
ら
れ
、
縄
文

人
に
と
っ
て「
聖
な
る
場
所
」で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

構
造
や
目
的
は
不
明
の
ま
ま
だ

が
、
柱
列
の
中
に
炉
や
墓
坑
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
マ
ツ

リ
を
行
う
施
設
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

板
敷
き
土
壙
墓
に
つ
い
て
は
、
７

㌻
に
詳
細
を
記
載
す
る
。

第 2次調査（1983 年）で検出されたＡ環と呼ばれる木柱列

第 7次調査（2002 年）で検出されたＡ環残り部分の木柱列

　姫地区と真脇地区の人たちで、地域のた
めに何かできることはないか考え、昨年夏
に体験館前広場で盆踊りをしました。
　その後、高田館長から史跡整備に使う柱
を立てないかという話があり、どうせやる
なら子どもからお年寄りまで楽しめるイ
ベントにしようと昨年 12 月に「丸太曳き
祭り」を実施しました。今回は 2 度目で

急な呼び掛けでしたが、たくさんの人が参加してくれました。
　子どもたちは、全国どこに行っても「出身は真脇遺跡のある
場所」と言えます。少しでも真脇遺跡に関わることで興味を持っ
てもらい、地元に誇りを持ってほしい。そして、将来地元に残っ
てくれる、戻ってきてくれる子どもが増えればと思っています。

史跡整備完成を記念して地域
住民らが「丸太曳祭り」を開催

環
状
木
柱
列
・
板
敷
き
土
壙
墓
と
は
―

【木柱制作作業】直径 1㍍近い巨大木柱列の制
作には、木造船製作の寄木技術が駆使された。
地元真脇の元船大工、川端栄一さんの協力を
受けて、こだわりの木柱列が完成した。

【クリ木加工実験】半割実験で割ったクリ木を
復元した磨製石斧で加工。幹の横方向に溝を
数本掘り、溝を除去した。91 分 25 秒で 4,573
回の打撃を加えた。

【クリ木皮むき実験】クリ木の枝を使って皮を
むき、所要時間と皮の重さを記録した。皮む
き後は縄文館駐車場横に仮設された池で約半
年間水漬けされた。

【クリ木半割実験】口径 60 ㌢、長さ 8.3 ㍍の
クリ木の木口にくさびを打ち込み、割れ口を
広げていく。ある程度広がったら横からくさ
びを打ち込んだ。所要時間 53 分 47 秒。

【クリ木伐採実験】首都大学東京山田昌久教授
と御所野縄文博物館（岩手県一戸町）の協力で、
岩手県葛巻町内のクリ木（樹齢 78 年）を伐採。
石斧で 4,339 回打ち込んだ。

木
柱
列
復
元
の
記
録

忠
実
な
復
元
を
目
指
し
て
実
施
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
実
験

今井和人さん
Imai Kazuhito ＝姫

【写真】地元住民約 50 人
が参加。史跡エリア入口
に立てる長さ 4.5 ㍍の木
柱をポーレポーレから力
を合わせて引いた。

強化プラスチックで人骨まで
復元された 4 基の板敷き土壙墓



石
製
品

土製仮面
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土
器

【鳥さん土器】
　今から約 5,000 年前の新保式土器の浅鉢です。ご
飯茶碗ほどの大きさの土器に鳥の頭を付けていま
す。目とくちばしの先が赤く彩色され顔を少し傾け
て、何かを語りかけているように思えます。

【お魚土器】
　今から約 5,000 年前の真脇式土器の深鉢です。魚が口を開けて上を向
いているように見えることから、「お魚土器」というニックネームが付
いています。平成 3年石川国体の炬火台のモデルにもなりました。さ
らに 1998 年にフランスのパリで開催された縄文展に出品されました。

【土製仮面】
　今から約 4,000 年前の後期前葉の気屋式
期のものです。右顔面と顎が欠けています
が、復元すると長さ 16 ㎝、幅 13 ㎝とな
ります。目はつりあがり、眉と鼻が高く、
顔面に入れ墨または化粧と思われる沈線文
が施されています。

【人
ひとがた

形ペンダント】
　滑石を「擦

す

り切り技法」
により加工し、ひもを通
す穴を横から開けていま
す。長さ 5.9 ㎝、幅 3.8
㎝あり、上から見るとセ
ミのような形をしていま
す。2・3 点の類例しか
ありません。

【板敷き土
ど こ う ぼ

壙墓】
　縄文時代中期前葉から中期中葉にかけて、厚さ 30 ～ 50 ㎝に整地した地層に、4基の土壙墓が検出されま
した。4基の内、1・2・3号土壙墓の底に大きな板が敷かれていたことから、『板敷き土壙墓』と呼ばれてい
ます。土壙墓の平面形は不整楕円形で、長径 140 ～ 150 ㎝・短径 100 ～ 130 ㎝・深さ 35 ～ 50 ㎝で、ほぼ東
西南北の方向に配置されています。3号土壙墓には骨が遺存していました。頭骨は左向きで足を強く曲げた状
態（横

おうが

臥屈
くっそう

葬）で埋葬されていました。歯列の構成や咬
こうもう

耗（歯のすり減り）の程度、下肢骨の大きさなどから、
壮年期（20 ～ 30 代）の男性と推定されています。放射性炭素年代測定法の結果から 4,520 ～ 5,200 年前に作
られたものと考えられます。当時の集落の中心に位置し、ムラのリーダーが埋葬されたものと考えられます。

　　【５号炉の土器】
　今から約 4,500 年前の古府
式土器の深鉢です。縄文時代
中期後葉の住居跡の5号炉内
に敷かれていました。復元す
ると高さ 63 ㎝、口径 64 ㎝
で容量が 88 ℓもあります。

　　　　　　　　　　　【把
とって

手付土製ランプ】
　　　　　　　　　　全長 15.2 ㎝、最大幅 6.1 ㎝、高
　　　　さ 3.4 ㎝で底部はほぼ平らで片側に把手が付い
ています。縄文時代中期中頃の上山田式土器で、口唇部
と内面底部にすすが付着していることから、ランプとし
て使用されたものと思われます。

　　　　　【魚形石製品】
　　　　緑色凝灰岩を使い、底面が平
　　　らで、縦断面が三角形です。両
　　側面には目とエラ、先端に口が表
現されています。かつお節形の石

せっかん

冠の
一種と考えられます。

❶

❷

❸
❹

真
脇
遺
跡
に
ふ
さ
わ
し
い

史
跡
整
備
が
で
き
た

　

こ
の
度
、
真
脇
遺
跡
第
１
期
史
跡

整
備
事
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
９
８
２
年
に
始
ま
っ
た
発
掘
調

査
か
ら
実
に
30
年
の
時
間
を
要
し
ま

し
た
。
98
年
か
ら
史
跡
整
備
の
た
め

の
発
掘
調
査
を
再
開
し
、
10
年
後
の

07
年
か
ら
第
１
期
史
跡
整
備
事
業
を

5
年
間
実
施
し
て
、
よ
う
や
く
完
成

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
晩
期
の
環
状
木
柱
列
の
復
元

は
、
多
く
の
課
題
を
乗
り
越
え
て
、

真
脇
遺
跡
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

真
脇
遺
跡
の
事
業
は

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ

　

今
回
の
整
備
完
成
で
真
脇
遺
跡
の

事
業
が
終
わ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
数
年
は
発
掘
調
査
を
継
続

し
て
、
第
2
期
整
備
事
業
に
必
要
な

デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
真
脇
で
見
つ
か
っ
て
い
る
貼
床

住
居
跡
の
中
に
は
、
全
国
に
例
の
な

い
住
居
跡
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の
調

査
で
真
脇
縄
文
集
落
の
解
明
を
続

け
、
そ
の
成
果
を
全
国
に
向
け
て
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
史
跡

を
整
備
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
活
性
化
や
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に

つ
な
が
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
を
深
く
学
べ
る
遺
跡
へ

　

史
跡
の
整
備
に
よ
っ
て
、
隣
接
す

る
真
脇
遺
跡
縄
文
館
と
体
験
村
と
の

連
携
で
よ
り
深
い
学
習
活
動
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
施
設
内

容
が
充
実
し
て
い
る
遺
跡
は
県
内
で

は
例
が
無
く
、
全
国
的
に
も
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
こ
れ
か
ら
も

真
脇
遺
跡
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

真
脇
遺
跡
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

真脇遺跡縄文館

高田秀樹館長
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山
﨑
元
英
さ
ん

や
ま
ざ
き
・
も
と
ひ
で
（
71
）
＝
小
木

【
自
治
功
労
】　

　

山
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
内
浦
町
議
会

議
員
に
初
当
選
。
平
成
17
年
3
月
の
町
村
合

併
後
も
引
き
続
き
能
登
町
議
会
議
員
と
し

て
、
平
成
22
年
10
月
ま
で
の
連
続
10
期
、
通

算
39
年
6
カ
月
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
地

方
自
治
と
町
政
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
内
浦
町
議
会
議
長
、
能
登
町
議

会
議
長
、
内
浦
町
議
会
土
木
常
任
委
員
長
、

能
登
町
議
会
総
務
常
任
委
員
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
ま
し
た
。
内
浦
町
議
会
運
輸
問
題

対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
は
、
町
営

バ
ス
駒
渡
線
の
整
備
を
進
め
た
ほ
か
、
内
浦

町
議
会
石
川
国
体
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

と
し
て
、
平
成
3
年
開
催
の
石
川
国
体
の
誘

致
や
施
設
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中
谷
喜
久
さ
ん

な
か
た
に
・
よ
し
ひ
さ
（
77
）
＝
柳
田

【
公
共
・
産
業
】

　

中
谷
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
か
ら
栗
栽
培
を

開
始
。
自
家
生
産
堆
肥
に
よ
る
土
づ
く
り
、

尿
素
の
葉
面
散
布
な
ど
、
栽
培
管
理
に
工
夫

を
凝
ら
し
、技
術
力
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
12
年
か
ら
18
年
に
か
け
て
は
、
石
川
県

く
り
生
産
振
興
会
柳
田
支
部
長
と
し
て
、
技

術
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

平
成
5
年
か
ら
21
年
ま
で
、
珠
洲
道
路
沿

線
約
4
㎞
に
サ
ル
ビ
ア
約
4
万
本
を
植
栽
・

管
理
。「
サ
ル
ビ
ア
ロ
ー
ド
」
と
し
て
観
光

客
か
ら
好
評
を
得
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

風
雨
酷
暑
に
か
か
わ
ら
ず
、
献
身
的
に
サ

ル
ビ
ア
を
管
理
す
る
中
谷
さ
ん
の
情
熱
は
、

地
元
住
民
か
ら
尊
敬
を
集
め
、
環
境
美
化
や

町
の
印
象
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

數
馬
嘉
雄
さ
ん

か
ず
ま
・
よ
し
お
（
58
）
＝
宇
出
津

【
公
共
・
産
業
】

　

數
馬
さ
ん
は
、
平
成
3
年
に
能
都
町
商
工

会
理
事
に
就
任
。
平
成
6
年
5
月
か
ら
18
年

3
月
ま
で
能
都
町
商
工
会
会
長
、
平
成
18
年

5
月
か
ら
23
年
5
月
ま
で
能
登
町
商
工
会
会

長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
20
年
6
月
か
ら
23
年

5
月
に
か
け
て
は
、
石
川
県
商
工
会
連
合
会

副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の
絶
大
な
指
導

力
と
行
動
力
に
よ
っ
て
、
会
員
か
ら
の
信
頼

も
厚
く
、
町
の
地
域
振
興
と
経
済
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
能
登
の
発
酵
文
化
「
い
し
り
」
を

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
展
示
会
に
お
い
て
紹

介
し
、
現
地
で
好
評
を
得
る
な
ど
、
新
分
野

の
開
拓
に
も
努
力
さ
れ
る
な
ど
、
広
範
囲
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　平成 23年度の能登町顕彰条例に
基づく表彰式が 11月 3日、能都庁
舎大集会場で行われ、地方自治や公
共・産業の発展に多大な貢献をされ
た 3人が表彰を受けました。

真
脇
遺
跡
第
1
期
史
跡
整

備
事
業
の
完
成
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
遺

跡
発
見
時
か
ら
の
調
査
、
そ
し
て
重

要
文
化
財
指
定
作
業
に
携
わ
っ
た
者

と
し
て
、
そ
の
完
成
は
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

真
脇
遺
跡
が
ほ
か
の
縄
文
遺
跡
と

大
き
く
異
な
る
点
は
二
つ
で
す
。

　

一
つ
は
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら
終

わ
り
ま
で
、
四
千
年
間
途
切
れ
る
こ

と
な
く
続
い
た
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ

と
で
す
。
長
期
間
継
続
す
る
遺
跡
は

瀬
戸
内
海
地
域
に
も
存
在
し
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
規
模
は
小
さ
く
、「
集

落
の
継
続
」
と
い
う
点
で
は
真
脇
遺

跡
が
唯
一
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
遺
物
も
多
量
・

多
種
・
多
様
で
あ
り
、
一
つ
の
遺
跡

で
縄
文
時
代
の
推
移
を「
定
点
観
測
」

で
き
る
所
は
真
脇
以
外
に
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
長
期
定
住
を
支
え
た
の
は

「
イ
ル
カ
漁
」
で
す
。
真
脇
に
「
漁

業
発
祥
の
地
」
を
冠
し
て
も
何
ら
問

題
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
う
一
点
は
遺
跡
の
大
半
が
地
中

に
眠
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
真
脇
遺

跡
は
、
ま
だ
遺
跡
全
体
の
10
％
も
掘

り
出
し
て
い
ま
せ
ん
。
2
～
3
％
ほ

ど
の
調
査
で
国
指
定
・
国
重
要
文
化

財
に
な
る
も
の
が
眠
っ
て
い
た
の
で

す
。
こ
れ
は「
縄
文
時
代
の
正
倉
院
」

と
言
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
内
容
を

示
し
て
い
ま
す
。
地
中
に
眠
る
残
り

90
％
以
上
か
ら
、ど
の
よ
う
な
遺
構
・

遺
物
が
見
つ
か
る
の
か
想
像
も
で
き

ま
せ
ん
。

　

真
脇
遺
跡
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ポ
ン

ペ
イ
や
奈
良
の
平
城
宮
の
よ
う
に
、

百
年
、
二
百
年
単
位
で
追
求
さ
れ
る

べ
き
遺
跡
で
す
。
幸
い
に
し
て
、
出

土
品
は
遺
跡
地
域
以
外
に
持
ち
出
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
来
な
け
れ

ば
「
真
脇
遺
跡
」
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
貴
重
な
遺
跡
を
検
証
・

保
護
・
活
用
し
「
地
域
を
発
信
」
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
地
域
の
人
々
が

真
脇
遺
跡
に
対
し
て
誇
り
を
持
ち
、

行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幾

世
代
の
継
続
を
通
し
て
、
遺
跡
の
価

値
は
花
開
く
の
で
す
。

　

能
登
町
は
現
在
、
第
1
期
整
備
事

業
で
宝
の
鉱
脈
を
掘
り
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
決
し
て
動
き
を
止
め

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
動
き
続
け
る
こ

と
が
、
真
脇
遺
跡
の
保
護
・
活
用
に

つ
な
が
る
の
で
す
。

真
脇
遺
跡
は
、
百
年
単
位
で
追
求
さ
れ
る
べ
き
貴
重

な
遺
跡
。
第
1
期
整
備
は
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
動
き
続
け
る
こ
と
が
遺
跡
の
保
護
・
活

用
に
つ
な
が
る
。

元文化庁主任文化財調査官

土肥　孝さん
Doi       Takashi

専
門
家
が
語
る


